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問34 あなたが、災害発生時に支援してほしいことは、何ですか。（複数回答） 

 災害時に支援してほしい内容についてみると、全体では「必要な治療や薬を確保してほし

い」が 43.1％と最も高く、次いで「災害情報を知らせてほしい」が 37.8％、「避難場所の設

備（トイレ・段差など）を整備してほしい」が 29.8％となっています。 

 障害種別でみると、身体障害と精神障害では「必要な治療や薬を確保してほしい」、知的障

害では「避難場所までの避難を支援してほしい」がそれぞれ最も高くなっています。また、

知的障害では「避難時の声かけをしてほしい」が他の障害よりも比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37.8

43.1

18.1

21.0

23.7

7.7

1.7

29.8

2.6

7.0

14.3

38.7

42.5

15.5

17.3

21.8

6.4

1.8

33.8

1.2

8.3

14.3

28.1

25.2

23.3

37.1

41.0

17.6

2.4

18.1

7.6

2.4
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44.4

66.7

30.0

25.0

15.6

3.3

0.6

19.4
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3.3

10.6

0% 20% 40% 60% 80%

災害情報を知らせてほしい

必要な治療や薬を確保してほしい

避難場所を教えてほしい

避難時の声かけをしてほしい

避難場所までの避難を支援してほしい

避難場所で介護してほしい

手話など、コミュニケーション
　　　　手段を確保してほしい

避難場所の設備（トイレ・段差など）
　　　　　　　　　　　　を整備してほしい

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,567） 身体障害（n=1,147）
知的障害（n=210） 精神障害（n=180）
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問 35 災害時に困ると思われること、不安なことをお書きください。（自由回答） 

 

【主なご意見】 

・薬の確保。（53 件） 

・トイレが不足すること。（37 件） 

・食事のこと。（24 件） 

・飲料水や食料が不足すること。（23 件） 

・避難場所での生活（共同・介護）。（24件） 

・医療の確保。（17 件） 

・人工透析がまともに受けられるのか。（17 件） 

・電話不通（家族・近親者と連絡とれないこと）。（14 件） 

・洋式トイレがあるか、不安なこと。（13 件） 

・敏速な行動ができない。（12 件） 

・停電になること。（12 件） 

・ひとりになったとき、どのように行動してよいのか、わからなくなること。（11件） 

・避難場所でのパニック。（10 件） 

・避難場所まで歩いていけるか（走れない）。（８件） 

・移動に不安がある。（８件） 

・避難場所でのプライバシーのこと。（７件） 

・避難場所の設備整備。（７件） 

・避難場所でのストレス。（７件） 

・精神的に不安定なとき、自信がなくなること。（５件） 

・家族が身近にいないと避難できないこと。（５件） 

・ひとりで家族を避難させることができるか心配なこと。（５件） 

・パニックになり、避難できない。（５件） 

・病状の悪化。（５件） 

・避難場所でのコミュニケーションが図りづらい。（５件） 

・足が不自由なため、とっさの行動に対応できるか不安がある。（５件） 
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10 福祉施策などのことについてうかがいます 

問36 今後、障害者施策を進めていくにあたって、市は特にどのようなことを充実させてい

けばよいと思いますか。（複数回答） 

 市が充実すべき障害者施策についてみると、全体では「障害者や高齢者にやさしい『福祉

のまちづくり』を推進すること」が 42.9％と最も高く、次いで「仕事につけるように手助け

すること」が 28.1％、「福祉サービスの案内やインターネットによる広報など、情報提供を

充実させること」が 26.5％となっています。 

 障害種別でみると、身体障害では「障害者や高齢者にやさしい『福祉のまちづくり』を推

進すること」、知的障害では「障害の特性を理解し、その子どもの可能性を伸ばすような教育

を進めること」、精神障害では「仕事につけるように手助けすること」がそれぞれ最も高くな

っています。また、知的障害では通所・入所施設、グループホーム・ケアホームへの要望も

高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

25.3

21.7

28.1

21.1

20.6

18.2

22.1

14.9

25.2

16.6

21.5

17.3

22.0

13.3

19.7

9.8

19.0

48.1

35.2

14.8

37.1

36.2

39.0

33.9

25.0

51.1

28.9

18.3

27.2

22.2

18.9

45.2

0% 20% 40% 60%

　　　　　　早期発見・早期治療を考えて、
　早い段階での適切な対応に努めること

　　　障害の特性を理解し、その子どもの
可能性を伸ばすような教育を進めること

仕事につけるように手助けすること

障害のある人とない人の交流を進め、
　　　　　　おたがいの理解を深めること

ホームヘルパーの派遣など在宅生活
　　　　支援サービスを充実させること

通所できる施設を整備すること

入所できる施設を整備すること

グループホームやケアホームを
　　　　　　　　　　　　整備すること

全体（n=1,567） 身体障害（n=1,147）
知的障害（n=210） 精神障害（n=180）
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42.9

20.7

14.9

10.0

26.5

2.7

6.4

16.1

44.4

18.8

13.9

9.2

26.3

2.3

7.7

17.1

41.0

23.8

15.2

24.8

2.9

1.4

13.8

38.3

31.1

14.4

8.9

30.0

5.0

3.9

11.1

21.9

0% 20% 40% 60%

　　　　　障害者や高齢者にやさしい
「福祉のまちづくり」を推進すること

　障害のある人が住みやすい
公営住宅などを整備すること

　　文化、スポーツ、レクリエーション
活動に参加できるよう支援すること

ボランティア活動を充実させること

　　福祉サービスの案内やインターネットに
　よる広報など、情報提供を充実させること

その他

特にない

不明・無回答

全体（n=1,567） 身体障害（n=1,147）
知的障害（n=210） 精神障害（n=180）
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問37 この調査票はどなたが記入されましたか。（単数回答） 

 調査票の記入者についてみると、全体では本人による記入が６割を超えています。 

 障害種別でみると、身体障害と精神障害では本人による記入が７割を超えているものの、

知的障害では「本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入」が７割弱となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

62.5

71.0

9.5
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10.0
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8.3

67.1

14.4

10.0

10.7

9.0

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,567）

身体障害（n=1,147）

知的障害（n=210）

精神障害（n=180）

本人が記入

本人に聞いて、家族や介助者が代わりに記入

本人の意向を考えながら、家族や介助者が記入
不明・無回答



 77

【「主な介助者」の人が回答】 

介助をしていて、何かお困りになっていることはありますか。（複数回答） 

 介助で困っていることについてみると、全体では「精神的疲労が大きい」が 47.8％と最も

高く、次いで「外出が困難・制限される」が 35.0％、「身体的疲労が大きい」が 31.5％とな

っています。 

 障害種別でみると、３障害すべてにおいて「精神的疲労が大きい」が最も高くなっている

ものの、身体障害は知的障害や精神障害よりも割合が大きく下回っています。また、身体障

害では「特にない」、知的障害では「家事や育児への負担がかかる」「勤務・仕事に困難が生

じる」「自分だけの時間が持てない」、精神障害では「睡眠が不足する」「経済的負担が大きい」

が他の障害よりも比較的高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

31.5

47.8

18.3

17.3

16.3

35.0

26.0

25.3

5.5

25.5

31.9

35.0

15.9

9.7

8.4

31.9

22.6

21.2

3.5

33.6

29.8

64.5

18.2

32.2

31.4

40.5

25.6

34.7

8.3

12.4

34.0

64.2

28.3

15.1

15.1

35.8

41.5

20.8

7.5

20.8

0% 20% 40% 60% 80%

身体的疲労が大きい

精神的疲労が大きい

睡眠が不足する

家事や育児への負担がかかる

勤務・仕事に困難が生じる

外出が困難・制限される

経済的負担が大きい

自分だけの時間が持てない

その他

特にない

全体（n=400） 身体障害（n=226）
知的障害（n=121） 精神障害（n=53）
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■四街道市の障害者施策に関するご意見やご要望、ご提案などがございましたら、ご自由に

お書きください。 

 四街道市の障害者施策に関するご意見やご要望、ご提案などについて、全部で 488 件の回

答があり、分野別に分類すると、「生活支援について」や「保健・医療について」「相談・情

報提供について」に対する意見が多くなっていることがわかります。 

 

分 野 件 数 

生活支援について 105 

保健・医療について 95 

相談・情報提供について 88 

療育・保育について 29 

福祉に関する理解の促進について 29 

雇用・就労について 22 

バリアフリーについて 19 

防災・防犯について 14 

文化・スポーツについて 5 

外出・コミュニケーション支援について 5 

教育について 3 

その他 74 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 調査票 
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障害者基本計画の見直し 

及び第３期障害福祉計画の策定に係る 
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